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第４章 

施策の展開 
～おおむたエコビジョン 2012～ 
この章では、めざす環境像の実現に向け、５つの基本方

針のもとに、12の方向に施策を展開しています。 
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第第４４章章  

1 
基基本本方方針針１１  

安安全全でで安安心心なな社社会会のの実実現現   ― 

 

１．大気環境の保全 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

良好な大気環境を保全するため、大気汚染物

質の監視強化を図ります。 

大気汚染の主な発生源には、工場や事業所等

の固定発生源と、自動車などの移動発生源があ

り、これらの負荷軽減を進めることで、空気が

きれいで健やかに暮らせるまちをめざします。 

 

目 標 

 環境の現況 

二酸化硫黄や降下ばいじん、浮遊粉じん中の重金属など、かつて本市で問題となっ

ていた大気汚染の多くは、昭和 60 年代以降著しく改善しています。 

しかし、光化学オキシダントは依然として環境基準を達成できていません。 

（平成 22 年版おおむたの環境より） 

 

 市民の満足度 

平成 23 年６月に実施した市民アンケー

トの結果によれば、「空気のきれいさ」と

いう観点での満足度(“満足”または“やや満

足”と答えた市民の割合)は 27％、“不満”も
しくは“やや不満”と答えた市民の割合は

33％でした。 

 
▲ 「空気のきれいさ」に関する 

市民の満足度

満足

5.6%

やや満足

21.2%

どちらとも

言えない
36.5%

やや不満

26.5%

不満

6.3%

無回答, 

4.0%
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施施策策のの内内容容  

 大気環境の継続的な監視を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 大気質に関心を持ちます  大気質に関心を持ち、その啓

発活動に努めます 

 大気質の監視・調査に協力し

ます 

市は… 

 大気質の常時監視を行い、環境基準の達成状況や有害大気汚染物質による汚染状況を把握します 

 監視・測定結果を公表し情報共有を進めます 

 事業活動にともなう大気の汚染を防止します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

 敷地内や地域の緑化活動に努

めます 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却がされないように、啓発活

動に努めます 

 地域の緑化活動に努めます 

 法令等を遵守し、大気汚染の

防止に努めます 

 施設や設備の適正管理によ

り、大気汚染物質の排出量の

削減に努めます 

 敷地内や地域の緑化活動に努

めます 

市は… 

 発生源の監視･指導を徹底します 

 監視・測定結果を公表し情報共有を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、緑化活動を進めます 

 交通にともなう大気の汚染を防止します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 低公害車や公共交通機関・自

転車など、環境負荷が少ない

移動手段の利用に努めます 

 エコドライブに努めます 

 敷地内や地域の緑化活動に努

めます 

 低公害車や公共交通機関・自

転車の利用など、環境負荷が

少ない移動手段の普及啓発に

努めます 

 エコドライブの普及啓発に努

めます 

 地域の緑化活動に努めます 

 低公害車の導入や公共交通機

関・自転車による通勤など、

環境負荷が少ない輸送手段の

活用に努めます 

 エコドライブに努めます 

 物流の効率化に努めます 

 敷地内や地域の緑化活動に努

めます 

市は… 

 公用車へ低公害車の導入を進めます 

 低公害車の普及啓発を進めます 

 エコドライブの普及啓発を進めます 

 公共交通機関の利用促進など、円滑な交通流の確保を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、緑化活動を進めます 
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２．水環境の保全 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

水は、地表を流れる河川や海、大気中の雨や水

蒸気、地中を流れる地下水とさまざまな形で循環

しています。良好な水環境・水循環を保つには、

河川だけでなく土壌や地下水の保全も重要です。 

河川や地下水の水質や土壌の監視強化を図ると

ともに、生活排水や工場排水による河川の負荷軽

減や有害物質による土壌･地下水汚染の防止対策

を進めることで、水がきれいで健やかに暮らせる

まちをめざします。 

 

 

 環境の現況 

昭和 40 年代に行われた排水基準強化などの法令整備や公害防止協定の締結により、

工場排水が流入している大牟田川の水質は大幅に改善されました。しかし、その後も

生活排水による水質汚濁が続き、市内河川の環境基準達成率は低い状況が続いていま

す。 

（平成 22 年版おおむたの環境より） 

 

 市民の満足度 

平成23年６月に実施した市民アンケートの

結果によれば、「水のきれいさ」という観点

での満足度(“満足”または“やや満足”と答えた

市民の割合)は 18％、“不満”もしくは“やや不

満”と答えた市民の割合は 45％でした。 

 

目 標 

▲ 「水のきれいさ」に関する 

市民の満足度 

満足, 0.7%

やや満足

17.0%

どちらとも

言えない

34.0%

やや不満

32.6%

不満

12.6%

無回答, 

3.3%
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施施策策のの内内容容  

 水環境の継続的な監視を進めます 
市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 水質に関心を持ちます 

 水質保全活動に参加・協力し

ます 

 水質に関心を持ち、その啓発

活動に努めます 

 水質保全活動に努めます 

 水質の監視・調査に協力しま

す 

 水質保全活動に努めます 

市は… 

 水質の常時監視を行い、環境基準の達成状況や汚染状況を把握します 

 監視・測定結果を公表し情報共有を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、水質保全活動を進めます 

 事業活動にともなう汚濁を防止します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 水質に関心を持ちます  水質に関心を持ち、その啓発

活動に努めます 

 土壌汚染を防ぐための啓発活

動に努めます 

 法令等を遵守し、水質汚濁・

土壌汚染の防止に努めます 

 施設や設備の適正管理によ

り、水質汚濁物質の排出量の

削減に努めます 

 水質保全活動に努めます 

市は… 

 発生源の監視･指導を徹底します 

 監視・測定結果を公表し情報共有を進めます 

 土壌汚染を防ぐための啓発を進めるとともに、汚染の解消を図ります 

 生活排水による汚濁を防止します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 生活排水対策に努めます 

 公共下水道への接続や浄化槽

の設置と適正な維持・管理に

努めます 

 生活排水対策について、啓発

活動に努めます 

 環境に配慮した商品やサービ

スの提供に努めます 

 公共下水道への接続や浄化槽

の設置と適正な維持・管理に

努めます 

市は… 

 「大牟田市生活排水処理基本計画」を進めます 

 「大牟田市生活排水対策推進計画」を進めます 

 発生源の指導・啓発を進めます 

 出前講座やパンフレットの作成など、生活排水対策について啓発を進めます 

 公共下水道や浄化槽の普及啓発を進めます 

 良好な水環境を保全します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 水辺の動植物の生息・生育環境

の保全活動に参加・協力します 

 家庭菜園などで使う農薬･化学

肥料の適正使用に努めます 

 水辺の動植物の生息・生育環境

の保全活動に努めます 

 水辺の動植物の生息・生育環境

の保全活動に努めます 

市は… 

 水と緑の環境フェアなど、水循環や水環境の保全について啓発を進めます 
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３．騒音・振動及び悪臭対策 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

騒音・振動や悪臭は、休養や睡眠など日常生活

の妨げとなる身近な問題です。最近は、近隣生活

騒音や悪臭等のトラブルも発生しており、マナー

向上など意識の啓発が重要です。 

騒音・振動及び悪臭の主な発生源には、工場や

事業所等の固定発生源と、自動車などの移動発生

源があります。また、固定発生源の中には事業活

動に伴うものと暮らしに伴うものがあります。 

これらの総合的負荷軽減を進めることで、静かで暮らしやすいまちをめざします。 

 

 

 環境の現況 

本市の騒音･振動環境は、大規模な工場群と住宅街が比較的近接している地域特性か

ら、工場等の規制基準は遵守されているものの、環境基準の達成状況が不十分である

という課題があります。また、近年は、住宅街での近隣騒音や建設作業などによる一

時的な騒音など、規制対象外の騒音に係る苦情が顕著となっています。 

（平成 22 年版おおむたの環境より） 

 

 市民の満足度 

平成23年６月に実施した市民アンケートの

結果によれば、「まちの静かさ」という観点

での満足度(“満足”または“やや満足”と答えた

市民の割合)は 34％、“不満”もしくは“やや不

満”と答えた市民の割合は 23％でした。 

 

目 標 

▲ 「まちの静かさ」に関する 

市民の満足度 

満足

4.7%

やや満足

28.6%

どちらとも

言えない
40.0%

やや不満

17.9%

不満

5.3%

無回答, 

3.5%
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施施策策のの内内容容  

 音環境の継続的な監視を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 音環境に関心を持ちます  音環境に関心を持ち、その啓

発活動に努めます 

 騒音・振動の監視・調査に協

力します 

市は… 

 騒音・振動の常時監視を行い、環境基準の達成状況を把握します 

 監視・測定結果を公表し情報共有を進めます 

 事業活動にともなう騒音・振動、悪臭対策を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 騒音・振動及び悪臭調査に協

力します 

 騒音・振動及び悪臭調査に協

力します 

 騒音・振動及び悪臭に関心を

持ち、その啓発活動に努めま

す 

 法令等を遵守し、騒音･振動、

悪臭の防止に努めます 

 施設や設備の適正管理によ

り、事業活動に伴う騒音･振

動、悪臭の抑制に努めます 

 住工混在地域での近隣への環

境配慮に努めます 

市は… 

 工場や建設作業など、発生源の監視・指導を徹底します 

 監視・測定結果を公表し情報共有を進めます 

 公共施設において、施設や設備の適正管理により騒音・振動、悪臭を抑制します 

 住工混在地域における近隣への環境配慮について、啓発や指導を進めます 

 暮らしにともなう騒音・振動、悪臭対策を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 騒音・振動、悪臭を抑制し、

近隣への環境配慮に努めます 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

 騒音・振動、悪臭の抑制につ

いて啓発活動に努めます 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

 環境に配慮した商品やサービ

スの提供に努めます 

 騒音・振動、悪臭を抑制する

啓発活動に協力します 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

市は… 

 騒音・振動、悪臭の抑制について啓発を進めます 

 交通にともなう騒音・振動対策を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 エコドライブに努めます  エコドライブの普及啓発に努

めます 

 エコドライブに努めます 

 物流の効率化に努めます 

市は… 

 エコドライブの普及啓発を進めます 

 公共交通機関の利用促進など、円滑な交通流の確保を進めます 
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４．化学物質への対応 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

日常生活や事業活動では多くの化学物質が使われています。これらの化学物質の多く

は、安全なものと有害なものに二分することができません。 

化学物質とうまくつきあっていくためには、その情報収集・管理・提供を行い、その

環境リスクについての理解を深めることが重要です。さらに化学物質の適正使用・適正

管理に努め、化学物質による環境リスクの小さいまちをめざします。 

 

 環境リスクとは？ 

私たちの身の回りには、金属や化学物質から作られたさまざまな製品があり、私たちの生

活に無くてはならないものになっています。これらの製品やその原材料を作る際にも、さら

にはそれらの製品が廃棄物となったものを処理する際にも、さまざまな化学物質が大気や水、

土壌といった環境へ排出されています。 

化学物質が人や動植物に悪い影響を及ぼす性質のことを『有害性』といいます。 

また、空気や河川・海などの環境に出された化学物質が、人や動植物に悪い影響を及ぼす

可能性のことを、化学物質の『環境リスク』と呼んでいます。 

環境リスクの大きさは、有害性の程度とその化学物質を体に取り込む量（身体の中に入り

込む量）によって決まります。 

 

  有害性の程度 身体にとりこむ量 環境リスク × ＝ 
 

例 えば… 

 

 

目 標 
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施施 策策 のの 内内容容   

 化学物質の適正使用・適正管理を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 化学物質について、正しい理

解に努めます 

 農薬や化学肥料の適正使用に

努めます 

 化学物質について、正しい知

識の普及啓発に努めます 

 農薬や化学肥料の適正使用、

適正管理について、啓発活動

に努めます 

 取り扱う化学物質に関する情

報の把握・公開に努めます 

 化学物質について、正しい情

報の普及啓発に努めます 

 薬剤や廃棄物の適正利用、適

正処理に努めます 

市は… 

 PRTR制度の活用等により、化学物質の環境リスクの把握を進めます 

 化学物質について、正しい情報の普及啓発を進めます 

 化学物質や農薬の適正使用、適正管理について啓発を進めます  

 PRTR 制度とは？ 

PRTR 制度とは、PPollutant RRelease and TTransfer RRegister（化学物質排出移動量届出制

度）の略称です。 

これは、有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源から、どれくらい環境に排出

されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたかというデータを把握し、集計

し、公表する仕組みです。 

 

▲図 PRTR データの流れ 

対象としてリストアップされた化学物質を製造したり使用したりしている事業者は、環境に排

出した量と、廃棄物として処理するために事業所の外へ移動させた量とを自ら把握し、年に１回

国に届け出ます。国は、そのデータを集計するとともに、届け出られた排出量以外に家庭や農地、

自動車などから環境に排出されている対象化学物質の量を推計して、それらのデータを合わせて

公表します。 

PRTR によって、毎年どんな化学物質が、どの発生源から、どれだけ排出されているかを知るこ

とができるようになります。 
 

対
象
事
業
者

届出 

届
出
以
外 

推計 

都
道
府
県 

経由 

国 

集計結果の公表 

市 

民 

都道府県 

地域ニーズに
応じた集計 

公表 集計結果・個別データの提供

個別事業所の PRTR データの開示 

個別事業所の PRTR データの開示請求 

個別事業所の PRTR データのホームページでの公表 
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第第４４章章  

２ 
基基本本方方針針２２  

低低炭炭素素社社会会のの実実現現   ― 

 

１．地球温暖化対策 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

２０世紀半ば以降、顕著になりつつある地球の温

暖化は、化石燃料の大量消費など私たち人類の活動

に伴う温室効果ガスの増加による可能性がかなり

高いといわれています。 

省エネルギーの取組を広げるとともに新エネル

ギーの利用を進めることで、まちから排出される温

室効果ガスの削減をめざします。 

 エコライフのすすめ 

地球温暖化の主な原因となっている二酸化炭素は、その９割が石油や石炭などの化石燃料の燃

焼により発生しています。化石燃料は現在の私たちの生活から切り離すことのできない限りある

大切な資源です。地球温暖化を防止し、限られた資源を将来に引き継ぐためにも先進国に住む私

たちのくらし方や社会のしくみをもう一度見直すことが求められています。 

私たちも、身のまわりのできるところから始めていきましょう。 

 

目 標 

出典）福岡県「ふくおかエコライフ応援サイト」

Action１ 

●住まいの省エネルギー性能を

高めましょう！ 

Action２ 

●高効率なエネルギ－利用機器

（高効率給湯器やガスコジェ

ネレーション、燃料電池）を

導入しましょう！ 

Action３ 

●ＨＥＭＳ（家庭用エネルギー

需要管理システム）の導入を

検討しましょう！ 

Action４ 

●太陽光発電設備や太陽熱温水

設備の導入を検討してみまし

ょう！ 

Action５ 

●県産材を使った木造住宅を建

てましょう！ 

●家具などを調達するときも県

産材家具を選びましょう！ 
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 低炭素型のまちづくりを進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 地球温暖化問題とその対策に

ついて理解を深めます 

 地産地消に努めます 

 敷地内や地域の緑化活動に努

めます 

 地球温暖化問題やその対策に

ついて啓発活動に努めます 

 地産地消の普及啓発に努めま

す 

 地域の緑化活動に努めます 

 地球温暖化問題やその対策に

ついて啓発活動に努めます 

 環境評価プログラムの導入に

努めます 

 地産地消に努めます 

 敷地内や地域の緑化活動に努

めます 

市は… 

 「大牟田市地球温暖化対策実行計画」に基づいて、地域の温暖化対策を計画的・総合的に進めます 

 環境家計簿の普及啓発を進めます 

 環境評価プログラムの普及啓発を進めます 

 公共交通機関の利用促進など、円滑な交通流の確保を進めます 

 環境・リサイクル技術の研究開発を支援します 

 地場農作物や水産物の地産地消を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、緑化活動を進めます 

 公共施設における雨水の再利用を進めます 

 省エネルギーを進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 省エネルギー型の行動に努め

ます 

 省エネルギー性能が高い機器

を選択するよう努めます 

 低公害車や公共交通機関・自

転車など、環境負荷の小さい

移動手段の利用に努めます 

 エコドライブに努めます 

 省エネルギー型のライフスタ

イルの普及啓発に努めます 

 エコドライブの普及啓発に努

めます 

 低公害車や公共交通機関・自

転車など、環境負荷の小さい

移動手段の普及啓発に努めま

す 

 

 省エネルギー性能が高い機器

や設備の導入に努めます 

 省エネルギー型製品の製造・

販売・購入に努めます 

 低公害車の導入や、公共交通

機関・自転車による通勤など、

環境負荷の小さい輸送手段の

活用に努めます 

 エコドライブに努めます 

 物流の効率化に努めます 

市は… 

 「大牟田市地域省エネルギービジョン」に基づいて、地域の省エネルギー対策を計画的・総合的に進めます

 省エネルギーの普及啓発を進めます 

 公共施設への省エネルギー性能が高い機器や設備の導入を進めます 

 長期優良住宅の普及啓発を進めます 

 公用車へ低公害車の導入を進めます 

 低公害車の普及啓発を進めます 

 エコドライブの普及啓発を進めます 

 新エネルギーの利用を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 太陽光発電など、新エネルギ

ーの導入に努めます 

 太陽光発電など、新エネルギ

ーの普及啓発に努めます 

 太陽光発電など、新エネルギ

ーの導入に努めます 

市は… 

 太陽光発電など、新エネルギーの普及啓発を進めます 

 公共施設への太陽光発電など新エネルギーの導入を進めます 
  

施施策策のの内内容容  
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第第４４章章  

３ 
基基本本方方針針３３  

循循環環型型社社会会のの実実現現   ― 

 

１．リサイクルの推進と廃棄物対策 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

 

限りある資源を有効に利用するためには、新しい技術力や製品開発も必要ですが、そ

の技術を使う「人間」がとる行動はより重要です。物質的な豊かさや利便性を求めて大

量生産・大量消費・大量廃棄を繰り返してきたライフスタイルの見直しが求められてい

ます。３Ｒを心がけ、無駄のないまちをめざします。 

 

 環境の現況 

本市におけるごみ処理については、「大牟田市ごみ処理基本計画」と毎年度策定する

「大牟田市一般廃棄物処理実施計画」に基づき､市内全域において計画収集を行ってい

ます。 

最終処分量は減少傾向にあり、平成 22 年度で 1,616 トンとなっています。また、総

資源化量は総排出量の減少に伴い、同じく減少傾向にあり、平成 22 年度で 25,285 ト

ンとなっています。 

 

 

目 標 

▲ ごみ処理総量（総資源化量＋最終処分量）の推移 
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総資源化量 最終処分量トン
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施施策策のの内内容容  

 3R（Reduce 減らす・Reuse 再使用する・Recycle 再利用する）を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 ３R への理解を深め、ごみの

減量・リサイクルに努めます 

 必要なものだけを購入し、ご

みの発生抑制に努めます 

 不要になったものをすぐには

ごみとせず、再使用に努めま

す 

 コンポストなどごみの資源化

や減量化に努めます 

 資源の集団回収に協力します 

 ３R への理解が深まるよう、

啓発活動に努めます 

 資源の集団回収の促進に努め

ます 

 

 法令等を遵守し、廃棄物の減

量化、再生利用に努めます 

 商品の過剰包装を自粛するな

ど、事業活動に伴い発生する

廃棄物を抑制するよう努めま

す 

 原材料への再生資源などの活

用に努めます 

 エコマーク商品など環境負荷

が少ない製品の製造・販売・

購入に努めます 

 製造したものの回収・リサイ

クルに努めます 

市は… 

 「大牟田市ごみ処理基本計画」を進めます 

 ごみの減量や分別など、３Ｒの指導・啓発を進めます 

 資源物の集団回収を進めます 

 グリーン購入の推進などにより、環境への負荷が少ない製品の普及啓発を進めます 

 環境・リサイクル関連企業の誘致を進めます 

 環境・リサイクル技術の研究開発を支援します 

 廃棄物の適正処理を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 廃棄物の適正な分別と排出マ

ナーの向上に努めます 

 資源の集団回収に協力します 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

 廃棄物の適正な分別と排出マ

ナーについて、啓発に努めま

す 

 資源の集団回収促進に努めま

す 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却が実施されないように、啓

発活動に努めます 

 法令等を遵守し、廃棄物の適

正な分別と保管・運搬・処理

に努めます 

 野焼きなど屋外での廃棄物焼

却は実施しません 

市は… 

 産業廃棄物適正処理の監視・指導を徹底します 

 野焼きなど屋外焼却の指導・啓発を進めます 

 公共工事における建設資材や廃材のリサイクルを進めます 
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第第４４章章  

４ 
基基本本方方針針４４  

自自然然共共生生社社会会のの実実現現   ― 

 

１．緑地・里山の保全 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

緑地は、木材など林産物を供給する役割だけで

なく、都市の気候緩和や生物多様性の確保、水源

の涵養、二酸化炭素の吸収源などとして、多面的

かつ公益的機能があり、それらは人々の生活と深

くかかわっています。 

「緑の基本計画」を基本として、“緑を守る”、“緑をつくる”、“緑と共に生きる”

をキーワードに、森林や里山への理解を深め、適正な管理を進めるとともに、市域に残

された緑地の保全と確保を進めることで、みどりあふれるまちをめざします。 

目 標 

 環境の現況 

本市には、北部の甘木山から東部は稲荷山、上徳山、大間山、三池山、高取山などの標高

約 100～400 メートルの低山地帯が連なり、隈川、堂面川、大牟田川、諏訪川の二級河川が

東部の低山地帯から西部の有明海へと流れこんでいます。 

市内には、豊かな自然が多く残されているものの、大規模な開発や生活排水の流入等の人

間活動によって自然環境の変化や生物種の喪失が危惧されています。 

 

 市民の満足度 

平成23年６月に実施した市民アンケートの

結果によれば、「みどりの豊かさ」という観

点での満足度(“満足”または“やや満足”と答え

た市民の割合)は 45％、“不満”もしくは“やや不

満”と答えた市民の割合は 15％でした。 

▲ 「みどりの豊かさ」に関する 

市民の満足度

満足

7.2%

やや満足

38.1%
どちらとも

言えない
35.6%

やや不満, 

13.3%

不満

2.1%

無回答, 

3.7%
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施施策策のの内内容容  

 里地里山を保全します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 里地里山がもつ多面的機能に

ついて理解を深めます 

 森林ボランティアや農業体験

活動に参加・協力します 

 保存指定された樹木や樹林の

維持管理に努めます 

 農地の保全・活用に努めます 

 里地里山の多面的機能などに

ついて啓発活動に努めます 

 樹木の枝打ち・間伐作業など、

森林を守るためのボランティ

アや農業体験活動に努めます

 休耕田などの遊休農地や管理

放棄された山林などの増加を

防ぎ、土地の有効活用に努め

ます 

 地域の森林を守るためのボラ

ンティア活動を支援します 

市は… 

 農地と森林の保全を図り、自然と調和した農林業を進めます 

 パンフレットの作成など、里地里山について啓発を進めます 

 地域の緑化を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 敷地内の緑化に努めます 

 地域の緑化活動に参加・協力

します 

 地域の緑化活動に努めます  敷地内の緑化に努めます 

 沿道や地域の緑化活動に参

加・協力します 

市は… 

 公園など、公共スペースの緑化に努めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、緑化活動を進めます 

 保存樹・保存林を指定し、良好な緑地を保全します 

 開発行為における緑地の確保や整備について指導・啓発を進めます 

 緑とのふれあいを大切にします 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 森林資源の活用に努めます 

 緑地の体験活動への参加・協

力に努めます 

 緑地の体験活動への協力に努

めます 

 

 緑地の体験活動への協力に努

めます 

市は… 

 里地里山など、緑地を活用した自然観察会などの体験活動を進めます 

 水と緑の環境フェアなど、緑地環境の保全について啓発を進めます 
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２．水辺の保全 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

有明海では、川から運ばれた栄養豊富な土砂が

海の干満によって激しくかき混ぜられ、干潮時に

堆積、満潮時に侵食されることを繰り返しながら、

沿岸域の広大な干潟が成長してきました。そして、

そこには、他地域では見られない多様で貴重な生

物がたくさん生息し、豊かな自然環境を創り出し

てきました。 

水辺は、貴重な水と緑の空間として地域社会に潤いを与えるとともに、動植物などの

生態系にも重要な役割を果たしています。この豊かな恵みを後世へと受け継ぐために、

川や海など水辺を生かした地域づくりをすすめ、うるおい豊かな水辺があるまちをめざ

します。 

 

  

 環境の現況 

本市の臨海部には広大な干潟が見られるほか、有明海の上には、初島、三池島の人工島が

あり、丘陵地からは大牟田川をはじめとする河川が市街地をとおり、有明海に注いでいます。 

 

 市民の満足度 

平成23年６月に実施した市民アンケートの

結果によれば、「水辺の親しみやすさ」とい

う観点での満足度(“満足”または“やや満足”と
答えた市民の割合)は 15％と低く、“不満”もし

くは“やや不満”と答えた市民の割合は 34％で

した。 

 

目 標 

▲ 「水辺の親しみやすさ」に関する 

市民の満足度

満足, 1.9%

やや満足, 

12.8%

どちらとも

言えない, 
47.0%

やや不満, 

26.5%

不満, 

7.4%

無回答, 

4.4%



 

37 

 

施施策策のの内内容容  

 良好な水辺環境を保全します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 水と親しむ空間づくりに参

加・協力します 

 水辺の美化活動に協力します 

 河川や干潟など水辺の生態系

について理解を深めます 

 水辺環境の保全について啓発

活動に努めます 

 水と親しむ空間づくりに参

加・協力します 

 水辺の美化活動に協力します

 水と親しむ空間づくりに参

加・協力します 

 水辺の美化活動に協力します

 地域の水辺を守るためのボラ

ンティア活動を支援します 

市は… 

 親水護岸など、環境に配慮した河川、水路等の整備を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、河川敷など水辺の美化を進めます 

 人工島や干潟・塩生湿地などの生態系に配慮し、有明海の保全に努めます 

 水辺とのふれあいを大切にします 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 水辺の体験活動への参加・協

力に努めます 

 水辺の体験活動への協力に努

めます 

 河川・海岸ボランティアや環

境学習など、水辺とのふれ合

いの場づくりを支援します 

 水辺の体験活動への協力に努

めます 

市は… 

 河川敷や塩生湿地など、水辺の自然観察会などの体験活動を進めます 

 周辺自治体等と連携して、水辺の環境保全について啓発を進めます 

 『全国水生生物調査』とは？ 

全国水生生物調査は、身近な自然とふれあうことで、環境

問題への関心を高めるとともに広く水環境保全の普及啓発

を図ることを目的に、昭和 59 年度から環境省及び国土交通

省が実施しているものです。全国約８万人が参加し、大牟田

市でも堂面川、隈川、白銀川などで行われています。 
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３．生態系の保全 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

 

本市には、豊かな自然が多く残されているもの

の、大規模な開発や生活排水の流入等による自然

環境の変化や生物種の喪失が危惧されています。

また、近年では、外国や国内の他地域から持ち込

まれる外来種や移入種の影響、さらには地球温暖

化の影響などが顕在化してきています。 

近隣市町や県などと広域的に連携しながら、自

然環境の現状を把握し、貴重な動植物を守る取組

を進めることで人と自然が共生するまちをめざ

します。 

 

■ 絶滅の恐れのある種 

本市では、自然環境の保全を重要な課題の一つと位置づけ、自然環境の保全等に関する調査研

究機関として「大牟田市自然環境調査研究会」を設置しています。平成 13 年６月にまとめられた「大

牟田市自然環境調査報告書」によると、本市では約 2,300 種にも上る動植物が確認されています。 

～大牟田市に生息し絶滅の恐れのある種～ 

       
▲和名；ニッポンバラタナゴ      ▲和名；センベイアワモチ    ▲和名；オニバス 

（コイ目コイ科）      （イソアワモチ目イソアワモチ科）      （スイレン目スイレン科） 
絶滅危惧ⅠA類       絶滅危惧Ⅰ類         絶滅危惧Ⅱ類 

 

       
▲和名；ベニアジサシ      ▲和名；カスミサンショウウオ    ▲和名；シオマネキ 

（チドリ目カモメ科）     （サンショウウオ目サンショウウオ科）      （エビ目スナガニ科） 
絶滅危惧Ⅱ類        絶滅危惧Ⅱ類         絶滅危惧Ⅱ類 

目 標 
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施施策策のの内内容容  

 動植物の生息・生育状況の把握を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 動植物や自然環境のモニタリ

ング活動に参加・協力します 

 地域に生育・生息する動植物

への関心を高め、自然環境の

保全に配慮します 

 動植物や自然環境のモニタリ

ング活動に努めます 

 地域に生育・生息する動植物

への関心を高め、保護意識を

高める啓発活動の推進に努め

ます 

 動植物や自然環境のモニタリ

ング活動に参加・協力します

 開発や土地利用に関して、自

然環境の保全に配慮します 

市は… 

 地域に生育・生息する動植物の把握を進めます 

 パンフレットの作成など、地域の動植物について啓発を進めます 

 貴重な動植物の生息・生育環境を保全します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 動植物の生息・生育環境の保

全に努めます 

 自然林の再生・回復活動への

参加・協力に努めます 

 自然環境を守る美化活動への

参加・協力に努めます 

 動植物の生息・生育環境の保

全に努めます 

 自然林の再生・回復活動への

参加・協力に努めます 

 自然環境を守る美化活動に努

めます 

 動植物の生息・生育環境の保

全に努めます 

 自然林の再生・回復活動への

参加・協力に努めます 

 自然環境を守る美化活動への

参加・協力に努めます 

市は… 

 開発行為における環境配慮について指導・啓発を進めます 

 自然生態園など、ビオトープの適正管理を進めます 

 人工島や干潟・塩生湿地などの生態系に配慮し、有明海の保全に努めます 

 生物多様性を保全します 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 地域固有の動植物や希少野生

生物及び外来生物について理

解に努めます 

 外来生物やペットを適正に管

理します 

 地域固有の動植物や希少野生

生物及び外来生物について啓

発活動に努めます 

 地域固有の動植物や希少野生

生物及び外来生物に関する調

査活動への参加・協力に努め

ます 

 地域固有の動植物や希少野生

生物及び外来生物に関する調

査活動への参加・協力に努め

ます 

 

市は… 

 生物多様性について啓発を進めます 

 地域固有の動植物や希少野生生物及び外来生物について情報収集と提供を進めます 

 県や近隣市町と連携し、侵略的外来生物対策を進めます 
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第第４４章章  

５ 
基基本本方方針針５５  

みみんんななでで創創るる環環境境都都市市のの実実現現   ― 

 

１．景観の保全 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

「景観」は、見る人の目と心にうつる「まちの個

性」であり、目に見える色や形だけでなく、その土

地の歴史、文化、風土、都市活動や日常生活から生

じる雰囲気、さらには水の流れる音やにおいなど、

人間の五感を通して感じることができるすべてが深

く関連し合い、成り立っているものです。 

人と自然の営みと歴史に培われた市民共有の財産である景観を活かしたまちづくりを進め

ることが重要です。また、美化活動の推進により、魅力ある景観のまちをめざします。 

 

 環境の現況 

本市の土地利用は、住宅地や商業地等の都市的土地利用と山林や田園等の自然的土地利

用の割合がそれぞれ半分となっています。都市的土地利用の宅地のうち約６割が住宅地、約３

割が工業地、１割弱が商業地となっています。しかし近年は、住宅地や商業地など土地の低・未

利用地が増えており、活力あるまちづくりを推進するため、それらの活用が求められています。 

 

 市民の満足度 

平成23年６月に実施した市民アンケートの

結果によれば、「まちの清潔さ」という観点

での満足度(“満足”または“やや満足”と答えた

市民の割合)は 29％、“不満”もしくは“やや不

満”と答えた市民の割合は 40％でした。 

 

目 標 

▲ 「まちの清潔さ」に関する 

市民の満足度 

満足, 3.7%

やや満足, 

24.9%

どちらとも

言えない, 
27.7%

やや不満, 

32.6%

不満, 

8.4%

無回答, 

2.8%
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施施策策のの内内容容  

 景観を活かしたまち並みづくりを進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 空き家などの適正管理に努め

ます 

 空き地や空き家、空き店舗の

活用に努めます 

 公共スペースの花壇の手入れ

など、まちの景観向上に努め

ます 

 空き地や空き家、空き店舗の

適正管理に努めます 

 公共スペースの花壇の手入れ

など、まちの景観向上に努め

ます 

市は… 

 「大牟田市景観計画(仮称)」を策定し、良好な景観の保全と形成を進めます 

 空き地や空き家・空き店舗などの適正管理について普及啓発を進めます 

 電線類の地中化や公共施設における花壇の手入れなど、まちの景観向上を進めます 

 放置自転車・違法駐車対策等の普及啓発を進めます 

 光害対策の普及啓発を進めます 

 まちの美化活動を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 美化活動に参加・協力します 

 ポイ捨てや落書きなどをせ

ず、まちの美化に努めます 

 

 美化活動に努めます  地域貢献活動の一環として、

まちの美化活動に努めます 

 法令等を遵守して、廃棄物を

適正に処理します 

 所有施設や所有地の適正管理

に努めます 

市は… 

 ポイ捨てや違法広告物を防止するなど、美化活動の普及啓発を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、まちの美化を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、河川敷など水辺の美化を進めます 

 

 

 『大牟田市景観計画（仮称）』とは？ 

大牟田市には有明海や三池山などの自然景観をはじめ

として、三池港の工場群や宮原坑等の工場・炭鉱景観、社

寺や古墳等の歴史景観など、多様な景観資源があります。 

本市では、景観法に基づく景観計画の策定と景観条例の

制定によって、このような景観資源を活かしながら良好な

景観を形成し、大牟田らしさを守り、郷土への誇りと愛着

を育んでいく取組を進めていきます。      
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２．歴史・文化遺産の保護 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

 

歴史・文化遺産は、時代を超えて受け継がれてきた市民の精神的なよりどころであり、

快適な生活空間の構成や観光レクリエーション機能としての重要な要素です。 

そこで、文化財の保存、活用をすすめるとともに、地域に根差した文化を守り、育て

ることで、先人が積み重ねてきた歴史・文化の薫るまちをめざします。 

 

 大牟田市の近代化遺産 

本市における石炭発見の歴史は古く、室町時代の末期の文明元（1469）年、大浦町稲荷山（と

うかやま）で、伝治左衛門という農夫が焚き火の中で燃える石を発見したと伝えられています。

享保 6（1721）年には柳川藩家老、小野春信が平野山（ひらのやま）を開坑、嘉永 6（1853）年に

は三池藩が生山（いもうやま）を開坑し石炭の採掘を始めました。 

明治 6（1873）年、官営化された三池炭鉱は、長崎の高島炭鉱に続き、西洋の技術を導入し、近

代化を進めました。明治 22（1889）年、三井に払い下げられ、勝立坑、宮原坑、万田坑などが次々

と開坑しました。 

またこれに併せて、石炭運搬効率化のため、各坑口と港を結ぶ、三池炭鉱専用鉄道が敷設され

ました。市内各地には今も各坑口と三池港を結んだ鉄道の路床を見ることができます。 

かつて日本一の出炭量を誇った炭鉱の街・大牟田は、明治、大正、そして昭和と、日本の近代

化を支えてきました。時代の情熱を伝える当時の建造物は、日本の近代化の象徴として、今も夢

を語り続けています。 

 
▲早鐘眼鏡橋  
国指定重要文化財。日本最古の石造アー

チ型水路橋。延宝２（1674）年築造。 

▲宮原坑跡 
国指定重要文化財・国指定史跡。現存す

る国内最古の鋼鉄製の櫓（やぐら）が残

る。 

▲旧三川電鉄変電所 

（現㈱サンデン本社屋）
国登録有形文化財。三池炭鉱専用鉄道の変

電所として活躍。明治42（1909）年以前に

建造された切妻平屋煉瓦造の優雅な建物。

目 標 
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施施策策のの内内容容  

 歴史・文化的資源の保護と継承を進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 地域の歴史・文化的資源への

関心と理解を深めます 

 地域の歴史・文化的資源への

関心と理解を深める啓発活

動に努めます 

 地域の伝統や文化を守る担

い手育成に努めます 

 地域の伝統や文化を守る担

い手育成に協力します 

市は… 

 歴史・文化的価値の高い地域資源について、啓発を進めます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、文化財の保護・保全を進めます 

 地域の伝統芸能や伝統行事の継承と保全を進めます 

 

 大牟田市の祭り 

市の無形民俗文化財に指定される三池地区の祇園社祭礼行事は、7月中旬から下旬にかけて行わ

れる神前行事、地域御幣奉納、町内巡行、目玉争奪戦という一連の祭礼行事の総称です。特に町

内巡行は、通称「大蛇山」とよばれる山車を引いて廻ります。同地区の大蛇山には当時三池藩で

あった大字新町にある弥剱神社の三池藩大蛇山と、当時柳川藩であった大字三池にある祇園宮の

三池本町大蛇山があります。いずれも大蛇を模した飾り付けをした曳山が、花火や発煙筒を焚き、

楽を奏でながら町内を巡行するもので、病気や穢れを祓う夏祭りである祇園祭の要素を今に伝え

る行事です。 

北部九州には筑前国に多い人形山や豊前国に多い屋形山など、多くの山車が分布していますが、

大蛇山は筑後国、特に柳川藩・三池藩を中心に分布しています。屋形山の系譜ながら大蛇という

人形山風の飾り付けがされた山車は、この地域特有のものです。 

記録によると、三池地区の祇園祭は寛永 17（1640）年頃にはすでに始まっていたと考えられて

います。 

本市の現在の大蛇山の大きな特徴として、六山と呼ばれる代表的な六つの山を中心に、さらに

さまざまな地域に無数の大蛇山（通称「地域山」）が生み出され続けているという点があります。

大蛇山は現在でも都市の中で生きて成長し続けている祭りなのです。 

 
▲三池の大蛇山  
市指定無形民俗文化財。三池地区祇園社

祭礼行事。大字新町の三池藩大蛇山と大

字三池の三池本町大蛇山がある。 

▲ぜんでことひゅうたんまわし 
（銭太鼓と瓢箪廻し）

市指定無形民俗文化財。岡天満宮祭礼行事。

9月25日の小祭に行われる。起源は不明な

がら生活共同体としての農耕民の氏神を中

心とした祈りと感謝の中から生まれた風習

と考えられる。 

▲水かぶり（臼かぶり） 
大字三池の彌劔神社で、水を入れた臼をか

ぶる神事で明治初期の三池地方の大火の

後に火災よけ祈願行事として始まった。成

人の日に合わせて行われる。 
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３．環境保全活動の輪づくり 

施施策策展展開開のの方方向向性性  

 

安全で安心な社会や低炭素社会、循環型社会、自

然共生社会の構築という基本方針を実現するため

には、経済社会システムや一人ひとりのライフスタ

イルを環境への負荷の少ないものへと変革してい

くことが必要であり、その推進のためには、市が市

民をはじめとする多様な主体との効果的なパート

ナーシップを構築することが不可欠です。 

地域における環境施策を効果的に推進するために、環境パートナーシップの輪が広が

るまちをめざします。 

 

目 標 

 市民の環境保全活動実施状況 

平成２３年６月に実施した市民アンケートの結果によれば、清掃活動や資源回収活動へ参

加・協力している人は比較的多いものの、他活動への参加者は全体の１割にも達して

いませんでした。ただし、いずれの活動についても今後の活動への参加意欲は高い結

果となりました。 

▲ 「環境保全活動」に対する市民の参加の現状 

0 100 200 300

地域の清掃活動

古新聞や廃家電などの資源回収活動

花壇づくりなど、地域の緑化活動

環境問題についての市民講座や講演会

環境調査や自然観察会

河川の保全活動

里地里山の保全活動

希少野生生物の保護活動

外来生物の駆除活動

環境保全のための寄付

その他の活動

よく参加している

ときどき参加している

今後、参加してみたい

人

※アンケート回答者総数430人
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施施策策のの内内容容  

 地域の環境について学びを進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 地域の環境に関心を持ちます  地域の環境や環境配慮活動に

ついて情報を収集し、広く提

供していきます 

 地域の環境や市民活動に関心

を持ち、活動を支援します 

市は… 

 学校教育や社会教育において、環境学習を進めます 

 地域の環境や環境保全活動について情報を収集し、広く提供していきます 

 市民・市民団体・事業者と協働して、大牟田の環境について学び、ふれあう機会を創出します 

 地域の環境の担い手づくりを進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 家庭や地域で環境教育に取り

組みます 

 地域の祭りや文化財保存活動

などに参加・協力します 

 地域で環境教育に取り組みま

す 

 地域の祭りや文化財保存活動

などに参加・協力します 

 地域の環境教育に参加・協力

します 

 事業所内での環境教育に取り

組みます 

 地域の祭りや文化財保存活動

などに参加・協力します 

市は… 

 教育機関等と連携し環境保全の中心となる人材の育成を進めます 

 機器や環境教育資材の貸出など、市民等の環境学習を支援します 

 地域の環境保全に向け協働できる仕組みづくりを進めます 

市民は… 市民団体は… 事業者は… 

 地域の環境に関心を持ち、環

境保全活動に参加・協力しま

す 

 事業者や教育機関、研究機関、

行政など、多様な主体と協働

できる体制づくりに努めます

 事業者や教育機関、研究機関、

行政など、多様な主体と連携

し、地域の環境保全活動に取

り組みます 

 市民団体や教育機関、研究機

関、行政など、多様な主体と

協働できる体制づくりに努め

ます 

 市民団体や教育機関、研究機

関、行政など、多様な主体と

連携し、地域の環境保全活動

に取り組みます 

市は… 

 市民・環境活動団体・事業者・行政等が協働できる仕組みづくり(環境ネットワークの形成)を進め

ます 

 環境ネットワークを活用した環境保全活動に取り組みます 

 事業者と環境保全協定の締結を進めます 

 環境活動団体の結成や環境保全活動を支援します 

 友好・姉妹都市と連携して、環境改善事業を進めます 
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 近年の大牟田市環境年表 
 

年 代   主なできごと 

平成 14 年 ４月 大牟田市環境基本計画施行 

大牟田市地球温暖化対策実行計画（エコオフィスおおむた 21）施行 

 ６月 大牟田市エコサンクセンターオープン 

 
 

 12 月 大牟田リサイクル発電所稼動 

大牟田・荒尾 RDF センター稼動 

平成 15 年 ４月 大牟田市リサイクルプラザ稼動 

大牟田市東部環境センター稼動 

 

 
 

 ９月 九州電力㈱港発電所発電停止（H16.4 施設廃止） 

平成 16 年 ３月 有明沿岸サミット運営協議会環境部会解散（H14.1～） 

 ７月 大牟田市・大同市友好都市環境技術交流事業開始 

平成 17 年 ３月 大牟田市全域、生活排水対策重点地域指定 

 ９月 大牟田市アスベスト対策会議設置 

平成 18 年 ２月 ごみ有料指定袋・指定シール制度導入 
大牟田市ごみ処理基本計画改定 
 
 

 ３月 大牟田市生活排水対策推進計画策定 

平成 20 年 ６月 剪定枝チップ機貸出し事業開始 

 ７月 生ごみ堆肥化器材等購入補助金交付事業開始 

 12 月 飲食店向リーフレット 
「川エコのススメ」作成 
 
 
 

平成 22 年 ２月 大牟田市地域省エネルギービジョン策定 

 ３月 事業所排水対策アンケート調査開始 

平成 23 年 ３月 大牟田市生活排水処理基本計画改定 

平成 24 年 ３月 大牟田市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定 

大牟田市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（エコオフィスお
おむた 21）改定 

大牟田市第２次環境基本計画策定 
 

▲大牟田リサイクル発電所 ▲大牟田・荒尾ＲＤＦセンター 

▲大牟田市東部環境センター 

▲ 大牟田市エコサンクセンター 

▲大牟田市リサイクルプラザ 

▲大牟田市家庭用指定ごみ袋   

▲川エコのススメ（飲食店編） 


